
国際連携持続環境科学専攻（博士前期課程）
Joint Master's Degree Program in Sustainabil ity and Environmental Sciences

・日本のグローバル企業、環境コンサルタント企業等の海外部門における環境プラント開発の

担当者

・海外のグローバル企業、環境コンサルタント企業等の環境事業の担当者

・国際協力機関等において、環境防災・持続可能な水資源ガバナンス・森林資源の管理・利

用等に従事する者

・上記業種に関連するシンクタンクやコンサルタント会社におけるアナリスト

・熱帯アジア・モンスーン地域の、水資源・水環境、生物資源・生物多様性、都市問題等に

関する、地域的かつ地球規模課題の解決に貢献できる人材

・途上国における諸課題を理解し、持続可能でレジリエントな未来の地域社会創生に必要な

知識と技術を備えた人材

・専門性と俯瞰的な視点を持ち、困難な課題に真摯に対峙し、問題を的確に解決するための

対策を講ずることができる人材
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① 人類が直面している環境問題、特に熱帯アジア・モンスーン域に関連する重要課題に対し、学生が幅広い

科学的知識と問題解決スキルを持ち、国際的に通用する研究能力と深い専門的知識及び研究者・実務家と

しての調査能力、問題解決力を有するとともに、それらを他の地域に応用し得る人材を養成するため、専門

科目及び専門選択科目を設ける。

② 学生の学修・研究活動進捗の確認・評価、両大学の主指導教員、副指導教員間の意識共有、指導方針の

確認等を行い、協働指導体制及び協働教育体制の実質化と、学修・研究成果の評価における基準化の確

認等を行うため、共同開設科目として、本学及びマレーシア日本国際工科院（MJIIT）の合同によるセミナー

科目を設ける。

③ 地球規模課題の解決に真に貢献する、新規性の高い、国際的に通用する研究を実際に遂行するため、修

論研究科目を設ける。

④ 途上国における諸課題を理解し、環境科学の幅広い領域の調査や実験を文化背景の異なる海外で実施す

るために必要なスキル涵養を行うため、海外でのインターンシップ活動を行う。これは、筑波大学の学生がマ

レーシアにおいて行うフィールド調査、フィールド実習から体験型の実験学習等を修得するものであり、MJIIT

の学生は日本において同様の学習を行うものである。実施するに当たっては、海外における実地的な活動で

あることに鑑み、MJIIT側における日本人教員及び筑波大学から派遣される教員並びに本学における指導教

員の連携を密にして海外において安全かつ効率的にインターンシップ活動が出来るように配慮を行う。また、

MJIITの学生も同様に、本学教員とMJIIT教員との連携を密にし、安全かつ効率的なインターンシップ活動を

行えるようにする。

⑤ 論文の作成に必要となる専門分野の研究スキルと知識を養うセミナー科目及び、論文の完成に必要となる科

学的な記述やプレゼンテーションの能力を涵養し、実際に学位論文を作成する特別研究科目を設ける。

⑥ 21世紀の科学技術とキャリア開発に欠かせない研究マネジメント力と得られた研究成果を世界に発信するた

めの英語執筆力、そして、環境問題に関する法的、社会的、倫理的な知識の涵養を行うため、更に自らの目

標達成に向けて、意見の違う相手と意見を戦わせ、他者の意見を十分理解した上で、更に自己の研究成果

を発展させる研究コミュニケーション力の涵養のために教養科目を設ける。

本専攻では、環境問題が生ずるメカニズムを理解し、その解決策を提示することを指向し、自然科学、人文社会科学の基礎知

識に加え、コミュニケーション力、実践力を涵養するカリキュラムを構築する。

具体的には、学位授与に要求される知識・能力及び高度専門職業人に求められる技術・判断力・実践力の取得及び特に熱帯

アジア・モンスーン域における、気候変動、水資源、生物資源、都市問題、災害等の地域規模・地球規模課題の解決に必要な能

力の取得のため、理学、農学、工学、社会科学等の専門的かつ俯瞰的な洞察力を持って問題解決に寄与することのできる人材を

育成することを目的とし、教育課程の編成にあたっては、理学、農学、工学、社会科学等の基礎、及び問題理解・認識力、問題解

決力、提言・実践力等を涵養することに重点を置く。

このためのカリキュラムを以下の方針で編成する。

本専攻では、筑波大あるいはMJIITをホームとする学生が、ホーム校で1学期を過ごしたあと、約1年間相手

校に滞在して教育研究を行うこととなっており、それぞれの大学で指導教員を設定している。ホーム大学にお

いて1学期間コースワークや必修授業等を履修することにより、本専攻の理念や考え方等を理解し、コースワ

ークやラボワークを通じて、学修・研究に必要な基礎知識、技術等を習得しつつ、連携外国大学院における

学修・研究活動の準備を行う。

連携外国大学院においては、授業等を履修するとともに、修士論文研究遂行のためのフィールド調査や、ホ

ーム大学から持参した実験用試料の分析等を行い、連携外国大学院の副指導教員のもとで、研究・学修を

行い、評価する。共同セミナー等を通じて指導教員間の意思疎通を円滑にし、指導を担当する学生の習熟度

に応じた指導を行う。また、学生は相手校に滞在中もホーム大学の指導教員との情報交換を密にする仕組み

を構築しており、学生のケアを十分に行なっている。
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